
障がい学生支援の体制や支援状況、今後の課題

についてお話していただきました。

合理的配慮申請のある学生への対応は複雑で多

岐にわたり、さらに教職員の裁量の範囲内で対

応が求められる「教育的配慮」の対象学生が増

加傾向にある現状から、申請有無で分けずに一

般的な配慮の整備と理解の促進が必要と語って

くださいました。

また、入学当初から卒業までの関わりと学校で

の配慮に加え、当センターと連携して就職支援

を行った学生の事例を紹介していただきました。

　　日　　時　：　令和 7 年 １月２2日（水）   14：00　～　16：20

　　会　　場　：　福岡市舞鶴庁舎 ２階大研修室

　　講　　演　：　『障がいのある学生への支援～大学での取り組み～』

　　福岡女学院大学　学生心理相談室　カウンセラー　臨床心理士　貝沼　久美 氏　　

　　参　加　者：　18名

福岡市内・近郊の大学・短大において、障がいのある学生へ

支援を行っている就職課やキャリア支援室、学生相談室の担

当者に加え、昨年に引き続き、新卒応援ハローワークからも

ご参加いただきました。

「本学でもある事例でとても参考になりました。」「どこも同じような

現状にあることがわかり、安心しました。」など情報共有にとどまら

ず、同じ悩みを抱える支援者同士のつながりを広げられたとの感想が

寄せられました。

3 グループにわかれて、各学校で行っている障がい学生への支援や

体制、配慮申請がある場合、申請はないが特性がある場合の支援や

対応、課題や悩みを中心に意見交換を行いました。

　大学・短期大学支援者対象
令和 6年度　障がいのある学生への支援者連絡会報告

講　演　会

意 見 交 換 会

参 加 者 感 想


